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   Hirano and Sushida found that atypical mycobacteria isolated in Japan and in the United 

States caused tuberculous changes not only at the site of inoculation, but also produced evidence 

of visceral tuberculosis in some cases when they were inoculated into the testicles of rabbits. 

The present study was designed to elucidate the pathogenicity of three groups of atypical 

mycobacteria, i. e. non-photochromogens, photochromogens, and scotochromogens, and the 

following results were obtained 

   Rabbits inoculated intratesticularly  with a suspension of atypical mycobacteria showed 

tuberculous lesions at the site of the injection and in some cases tuberculous nodules were also 

observed in the lungs, spleen, liver, and kidneys. These lesions produced by I, II and III 

groups were almost similar and indistinguishable. Atypical mycobacteria heated at  10030 for 30 
minutes did not cause pathological changes after intratesticular inoculation, but the  H37Rv strain 

killed by heat caused necrosis at the site of inoculation.

以 前 か ら モ ル モ ッ ト,ウ サ ギ,一 ワ トリ等 に 無 害 で 人

に 結核 性病 変 を起 こす 今 日の いわ ゆ る非 定 型 抗 酸 菌 の 存

在 す る こ とが 知 られ てい た 。TimpeandRunyon1)は 多

数 の 肺疾 患 患 者か ら数 百 株 の 抗酸 菌 を分 離 し詳 細 に 検 討

した 結果,こ れ ら を,GroupI.photochromogens,Group

II.scotochromogens,GroupIII.nonphotochromogens

とGroupIV.rapidgrowersの4群 に 分 け た 。 これ ら

の うち1,IIお よ びIII群 に よ る肺 に お け る病 変 は 人 型 結

核菌 に よ るそ れ と区 別 す る こ とは 困 難 で あ り,ま た1,

IIお よびIII群 に よ る病 変 の 間 に も区 別 す る こ とは 困 難

であ つ た 。

平 野 と須 子 田2)3}は 人 型 結 核 菌,あ る い は非 定 型 抗 酸 菌

を ウサ ギの 睾 丸 内 に 接 種 す る と,接 種 部 に結 核 性 病 変が

起 こ るば か りで な く,時 に は 内臓 に も病 変 が起 こ る こ と

を 認 め た 。 平 野 らが 実験 に 用 い た 非 定 型 抗酸 菌 は 日本 お

よぴ ア メ リカに お いて 分 離 され た もの で あつ たが,こ れ

らが 何 群に 属 す るか は 明 確 で な か つ た 。た また まRunyon

の 好意 に よ りGroupI～III群 の 菌 株 の 分 与 を受 け た の

で 著 者は 人 型結 核 菌Hs7Rv株 。 非 定 型 抗 酸 菌GroupI,

GroupII,お よびGroupIIIを 別 々 に ウサ ギ の 睾 丸 内

に 接 種 して各 菌 株 に よ る病 変 を 検 討 した。 ま た人 型 結 核

菌 お よび 非 定 型 抗 酸 菌 の 加 熱 死 菌 を接 種 した場 合 の 病 変

を も 研究 した 。

実 験 材 料 お よび 実 験 方 法

実 験 材 料:実 験 に 用 い た 菌 株 はRunyonよ り分 与 さ

れ た 菌 株,す な わ ち

GroupI(photochromogens):P-18,P-21,P-22,P-

24,P-26,2299株o

GroupII(scotochromogens)2P-5,P-6,P-15,2512,
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2513株 。

GroupIII(nonphotochromogens):P-39,P--41,2388,

2390,2391株 で 合、II'16株であ る。 これらを1%小 川培

地 に培 養 したものを使用 した。対照 と してHs7R"v株 を

用いた。

実験方法=平 野 と須f田2)8)の 方法 に 従 つ た。す なわ

ち上 記の各菌 を1%小 川培地に2週 間培養 した ものを定

量白金耳で徽■ の減菌生理食塩水を加えたガ ラス玉入 り

コルベ ンに とり手振 り法に よ り5分 間,振 盗 し均 等菌浮

遊液 とし,こ れ に10mg1mlの 割合になるよ うに滅菌生

理食塩水を加えて 接種に用いた。 体 重2,5009前 後の

雄性 ウサギを1菌 株につ きウサ ギ1羽 宛を用いて両側の

睾丸の実質部におのお の菌■2.Omgず つを接種 した。

接種生菌数 の計算法 は 菌液の10"5・N10-8の 希釈菌液を

1%小 川培 地に0.1mlず つ 流 し,37。C,5週 間培養 し

て発生 した集落数 をもつて接種生菌単 位 とした。睾丸に

接種 した ウサギは2カ 月(60～70日)観 察 した 後 に,

放 血に より殺 し,肝 臓,脾 臓,腎 臓,睾 丸 を無菌的に摘

出 し,次 いで肺臓 を摘 出し,肉 眼的観 察を行ない,組 織

の一部はハサ ミで細切 し,そ れぞれの臓器にり いて3本

の1%小 川培地 に1白 金耳ずつ塗抹 し,37。C,5週 間培

養を行なつた。た だ し肺臓は培養を行 なわ なかつた。 ま

た各臓器は6倍 希釈 ホルマ リン液で固定 した後病理組織

標本を作成鏡検 した。その他P-18,P-21,P-22,P-5,

P-6,P。15,P-39,P-41お よび人型結核菌Hs7Rvの 接

種菌液 を100。C,30分 加熱 した ものを學丸内 に 接 種 し

た。

実 験 成 績

卑丸お よび副卑丸におけ る肉眼的所見

GroupI,GroupIIお よびGroupIII中 本実験に用い

たいずれの菌株を接種 した場合に も接 種部の睾丸あ るい

は副車丸に粟粒大か ら直径約10mm大 の結節が発生 し・

多 くは乾酪性変性を呈 していた(Fig・1～4)。 また 表1

は各菌株を接種 した ウサギの内臓 の肉眼的所 見を まとめ

た ものであ る。す な わ ちGroupl(photochromogens)

の うち睾丸のみに病 変を起 こした ものはP-18・P-21・P

-24とp-26で あってP-22お よび2299株 を 接 種 し

た ものにおいては卑丸 と副睾丸が おか され,ま たP。21・

P-22を 接種 したものにおいて は 肇丸鞘膜 に も結節 が認

め られ,2299株 を接種 したものにおいては 腎 臓に も結

節が認められた。GroupII(scot㏄hromogen8)のP-5・

2512お よび2513株(6日 後 死 亡)を 接種 した ものに

おいては睾丸のみが おかされ結節 は 乾 酪 性 で あ つ た。

P-5株 を接種 した ものにおいては卑丸鞘膜 にも結節 が認

め られ,P-26株 を接種 した ものにおいて は 副卑丸にの

み病変が認 められ た。GroupIII(nonphot㏄hromogens)

を接種 したものの うち學丸 のみ をおか した も の は2388

と2391株 の2株 であつて,P。39とP-41株 の2株 は皐

丸 と副睾丸をおか した。結節は 乾酪性であつた。2390株

Table1. GrossAppearanceofOrgansofRabbitsInoculatedwitllAtypical

MycobacteriaintoTestis

Group StrainInoculatedV.U.
Survival

daysafter

in㏄ulation

Grossappearao㏄oforgan8
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Table2.

Group

GmupI

ResultsofReisolationofMycobacteriafromTissuesofRabbitsInoculated

withAtypicalMycobacteriaintoTe8ticle

Resultsofretsolatlon
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(photochromogens)
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帯
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/

/

一

/
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Heavygrowt11帯Veryllea▼ygrowth

を接種 した もの においては副睾丸にのみ乾略性病変が認

められた。ただ し2388株 は接種 後68日 目に2391株 を

接種 したウサ ギの うち1羽 は10日 目に死亡 した。

HStRv株 を睾丸内に接種 した成績

HStRv株 の生菌を接種 した場合には睾丸は大 きく腫大

し無数の結節が認め られたが(Fig.5),副 睾丸,肺 臓,

肝臓,脾 臓,腎 臓には変化は認め られなかつた。

非定型抗酸菌お よび人型結核菌(H37Rv)の100。C,30

分加熱死菌を睾丸内に接種 した場合の病変(接 種 後60

日目の観察)

非定型抗酸菌P-18,P。21,P-22,P-5,P-6,P-15,

P-39お よびP-41の 死菌 を ウサギの睾丸 内 に接種 した

場合には初めは接種部の腫脹が認められる こ と も あ る

が,接 種後60日 目においては腫脹は完全に消失 し,剖

検の結果他の臓器にも病変 は認 められ なかつた(Fig.6)。

H"Rv株 の死 菌を接種 した場 合には接種部に壊死が認め

られた所があつた。

病理組織学的所見

病理 組織学的には非定型抗酸菌を ウサギ睾丸に接 種 し

た場合も,人 型結核菌(H37Rv)を 接種 した場合 もほ とん

ど同様 であつ た。またGroupI,IIお よびIIIの 間におい

ての病変の差異を認め ることは困難であつた。著者の実

験 においてはいずれの株を接種 した場合において も接種

部の睾丸お よび副睾丸に壊死巣や類壊死巣があ り,P-15,

P。5,お よびP-18株 を接種 した もの に おいては壊死巣

の一部に石灰化がみられ た。病巣におけ る細胞は類上皮

細胞,組 織球,リ ンパ球 と少数 の巨細胞等であつて一般

の結核病巣におけるものと同様 であつ た。 また非定型抗

酸菌の死菌を接種 した場 合には全然変化を認めなかつた

が,人 型結核菌の死菌 を接種 した場 合,死 菌 とい う異物

の接種に よつて接種 部に壊死が起 こ り,そ れを吸収 しよ

うとして壊死部に集まつ た リンパ球,プ ラズマ細胞がみ

られた(Fig.7--14)o

病 変部 より抗酸 菌の再分離

非 定型抗酸菌 を接種 し,結 核性病変の起 こつた睾丸か

らは表2の よ うにII群 のP-15株 を除 き抗酸菌が分離 さ

れた。P-15株 を接種 した睾丸におけ る病 変 は 著 明であ

り顕 微鏡的 にも抗酸菌が認め られたので培養上菌が証 明

され なかつ たのは技 術上の誤 りだつたのだ と思 う。抗酸

菌は 睾丸のみ ならず肝臓,脾 臓等から も証明 された もの

が あつた。

考 察

以上の結果か らRunyonよ り分与 され た非定型抗酸菌

16株 は ウサ ギの睾丸内に接種 した場 合接種 された 菌 は

いずれ も接種部に結節を認め,再 分離 培養によ り抗酸菌

集落を認めた。 また肺臓,脾 臓,肝 臓,腎 臓において一一

部の ものにおいて病変が 認められ た。 内臓か らはわずか
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に菌の証 明された ものがあつた。接種 部におけ る緕節は

lIl心壊死性で弱1:Jlノ＼型結核 菌を接種 した場 合の もの と異

な るところがなかつた。1,II,III群 の閥におい て も大

きな差異が認められなかつ た。

1961年,・li・野 ら2)3)はH87Rv株,当 病院 に お い て 分

離 された非定 型抗酸 菌,お よび アメ リカ株,r7計10株

を ウサギ寧丸内に接 種 した場 合,肇 丸あ るいは肺臓,肝

臓に病変が認められ たと報告 して い るが 箸拷はphoto・

chromogens,scotochromogensお よびnonphotochro・

mogensに ついて実験 を行な い 上 記 の 成 績 を 得 たo

atypicalmycobacteriaは1,II,III群 のいずれ において

もウサギ章丸内接種 では1と して接種部に結核惟の病変

が認められ,そ の 変化は 人型結核 菌接積 の場r7と ほ とん

ど同様であ ることを認めた。 一一・i方染谷ら4),Pollackら5)

も非定型抗酸 菌を ウサギに接種 してその病原性について

研究 して いるが,い ずれの場 合も静脈 内接種法を用いて

病変は認めなかつた と報告 している。同一菌で も被検動

物の接種部を異にす ることに よつて病原性の異なる こと

は,他 の菌において経験す ることであ るが,ウ サギに病

原性がない といわれ る人型結核菌を睾丸内に接種 して結

核性病変を認め,ま た人に結核性病変を起 こ しうる非定

型抗酸菌 も同様 にウサ ギ睾丸内接種 によつ てliと して接

種部に結核性病変 を認めた ことは興味あ ることと思 う。

また非定型抗酸菌の死菌を ウサギの睾丸に接種 した場合

にはなんらの変化を起 こさなかつたが,同 じく死菌 で も

人型結核菌H37Rvを 接種 した場 合に は 接種部に壊死が

認められた ところからみ ると非定型抗酸菌は弱毒結核菌

に似ているよ うである。

結 論

非定型抗 酸 菌1群(6株),II群(5株),III群(5

株),計16株 をウサギ睾丸内に接種 したところ,睾 丸に

時には また副睾丸に結核様の病変の起 こる こ と を 認め

た。 その変化は人型結核菌H87Rv株 を接種 した場 合 と

区 別することは困難であ り,ま た病変部か ら抗酸菌が分

離 され た。

1,IIお よびIII群 はfii力において 多 少の差があ るよう

であつたが明 らかでない。実験に用いた菌株数が少ない

の で明確にいいがたい。

」二記の菌株の加熱 死菌を睾九に接種 した場合には接種
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後接種部に腫脹を認 めた こともあつたが接種 後完全に治

癒 し,削 検の さいには 人型縞 核菌の死菌を接種 した場 合

のほか柄 変は全然認め られなかつ た。非定 型抗酸 菌接種

に よつて卑丸に発生 した病変は接種 菌株に よる特 有の痛

変 と思 う。 またその病変は弱 彫のノ、型縮核 菌を接種 した

場 合 と区別す ることが困難であ ることは注 口すぺ き所見

であると考え るo
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写 真 鋭 明

 Changes Produced by Atypical Mycobacteria or M. 
tuberculosis  (H37Rv) Inoculated into Testicles of 
Rabbits 
 Fig.  1-4. Gross appearance of testicles of rabbits 

       inoculated with atypical mycobacteria. 
Fig. 5. Gross appearance of testicles of rabbit in-

      oculated with M. tuberculosis  (H37Rv). 
Fig. 6. Testicles of rabbit inoculated with heat-

       killed atypical mycobacteria. 
Fig.  7-12. Microscopic findings produced by atypi-

      cal mycobacteria inoculated into testicles 
      of rabbits.  x  100 and  X  400. 

       H-E staining. 
 Fig.  13-14. Microscopic findings of testicles of 

      rabbits inoculated with M. tuberculosis 

      (H37Rv).  x100 and  x400. H-E staining.
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